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地 球 環!尭
【A R丁目 V l 引O N

祭2 0 + 1
アジアで最も歴史の ある

環境がテ ー マ の 国際映像祭｢ ア ー

ス ･ ビジョン 地球環境映像祭｣
初めて束京から離れ､ 宮城県登米市でフ ェ スティバ ルを行います!

辺 ≡｡ ､封≡｡
8 ■】 登米祝祭劇場 水の里ホ ー ル

( 宮城県苧米市迫町佐う召光ヶ丘 3 8 T e1 0 2 2 0-2 ≧-0 1 †1 )
◆交通のご案 内◆

｣ R 刺 ヒ新幹は｢くりこま高原駅｣ より牽で3 0 分

J R 東北木綿 ｢ 新田駅｣ より車で 2(〕分

蘇北自動車道｢ 若槻金成1 C ｣ より車で 3 q 分 ､

｢ 簸陀I C ｣ より葦で3 5 分 ､ ｢ 古J = C ｣ より幸で4 5 分

三 陸妃貫自動車道｢ 登米I C ｣ より車で 1 0 分
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【正田 ア ー ス ･ ピ ジ ョ ン 事 精 局
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【主≠】アース ･ ビジョン組織委畠会

アース
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ピジョ ン実行委貝会

【共≠】登米市

【鴫成】芸術文 化振興基仝

l特別協賛】株 式会社 モン ベ ル

【協t 】小学餌 軒並 金網株式会社
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【最新受賞作品】
l~ア ー ス セジョン 地球環境映像祭2 0 + 1

▼
■
に は ､

2 5 の 国と地域 から1 21 作 品 が応募されました

その 中から選りすぐっ た5 本の 子ともア ー ス セジョン賞作品を上映

ジョナサン J o n a t h a n

( ドイツ/ 2 0 1 1 /
′

ノ

監督: S ∈汀 a h S a n d rin e /
/

7 4 分)

｢ ほくは 自然 淘汰され る側 な ん だ｣ 唇と口 蓋 に 睦言

を持 つ 1 7 歳 の ジョナサ ン 彼 が誘う声‡や か な生きも

の の 世 界 ｡
.

ドロ ンコ ロン

( 日本/ 2 0 1 2 / 監督二伊藤 有壱/ 3 分)

ひょん なことから生命 を授 か っ た土 の 塊 ドロ ン コ ロ ン

毎 に 出て ､ 春 夏 秋冬 を通じ様 々 な生きもの と出 会 い .

栂 れ あっ て いく..､

ふしぎのヤッホ島 プキプキとポイ
プツ ブツコ ウカン& ヤボブタの ちようせん

( 日本/ 2 0 1 2 /
′

監包: ヤ
ー

ミ
･ ･ ･

･ ′
/ 1 0 分)

ヤ･ノポ 岳 はどこ か の7毎に ぶ か ぶ か 浮 か ん で い る小さ
な畠 ｡ その 島 に 住むプキブキと友 だちの ゆっくりとめ

ぐる暮らしとしあわせ ｡

稔りの森を再び
( 日本/ 2 0 1 1 /

ノ

監督:平田 直也( 兵庫県伊川谷北富等

学校放送 部)
′

1 D 分)

｢稔り豊か な蒜を取り戻 すに はとうすれは?｣ 人 間 の

生 意 の ため ､ ある べ きか たちから歪 ん でしまっ た森を

缶ヰ交生 が考える .1

模索一原発ができなかっ た町で
( 日本 .

/ 2 0 1 2 / 監留: 苅田 畢 ′
/ 4 3 分)

1 9 6 3 年 に 原 発 の 候 補 地 に なっ た 三 重 県 芦 浜
_
. 反

対派と推 進 派 に 分 か れて 対立を深 めた 地 元 では ､ 豊

かさを問う模索 が続 い て い る
｡
貴重な言正吉を交えて ､

原発ができなか っ た町を見つ める｡

【今だから観た い

レトロス ペ クティブ作品】
国境のない鳥
( 台湾/ 2 0 0 9 .

/

監 琶 : ディーン ･ ジョン ソン ノ
/

5 2 分)

ア ジア の 湿 地 に 生 息 するクロ ツラ ヘ ラ サギは ､ 台湾
から中国 ､等差国から北 朝鮮 へ と渡 るこ. この 絶 滅の 危

機 に 瀕 す る島を守る ため ､ 国境 を越 えて ､ 人 々 の 協

力が 生まれてい く∴東京 回 際映画 祭 n a 山r a l T IF F

部門 上映 作 品 . 宗1 ∈i 回 特 別賞一生 物 多様性

自然の横 丁s u n a m i からい? ちをまもっ たもの
( イン戸､

~
インドネ シア ､ ス リラ ン 九 タイ/ 監督: モージ ･ リ

ー

バ ､ マノリ ･ ウィジェ セーケ ラ ､ ヨハ ン ･ ア ペーナ イケ /~

2 ロロ6 / 2 7 分)

甚 大 な被害をもたらした2 0 0 4 年1 2 月の インド洋 津波 ｡

被 害を検 証 する中 で明らか に なっ たの は ､
マ ン クロー

ブ林と砂 丘 ､ サ ン ゴ砥 が被嵩を最 小 に ぁさえた事実

だっ た ｡. 第1 6 回 アース
･ ビジョン 賞

言卜了百
′~
i

T

_
三

特別上映

｢ 天のしずく 辰巳芳子
h

い の ちの ス ー プ
■

｣

( 日本/ 2 0 1 1.
′

/

監琶: 河邑 複徳/ 1 1 2 分)

辰 巳芳子 は 食を通 して日本の自立を考え ､ 自分たち

が食 べ るもの は自 国 で賄 う必 要 があ ると考 えてきた

農と食を通 して 人の 命 の 尊 厳を問 い 挺す映 像記 缶

特別上映 ｢ 東北の森から明日を考える
木 賃バ イオマ スで拡 がるエ ネル ギ

ー

自立の 試み｣

( 日本 ′

/ 2 0 1 2-
ノ

馬 留二尾立 愛子 ､ 伊賀†空腹 ′-
ノ

3 5 分)

東日本 大 震 災 の 被害は エ ネル ギー供給問 題を浮き

彫 りにし ､ 自然とコ ミュ ニ テ ィーの 果 た す役 割を改 め

て問 い かけた〔J 監 災直後､
ライフ ライン が断たれた中

地 元 で調 達でき る木質 ペ レットが 沿 だ 地 域 の 避 難

所 に 支 援され ､ 闇 単に 輸 送 ･

備 蓄 が 出来 る燃 料とし

て 重 要 な役 割を果 たした く 現 在 ､ 支 援を行 っ た日本

の 蒜 バイオマ ス ネットワ▼ク ､ W P P C 木 賃 ペ レット推

進 協議 会と地 域 か 協 力し地 元 の 森林 哲 源 を侍っ た

雇 用 の 創 出
･ バ イオマ ス エ ネル ギーを使 っ た町 づくり

に 向 けた 取り組 み がはじまっ てい る = 様 式 会 社 モ ン

ベ ル の 支 援に より実現 した日本 の 森 バ イオマ スネッ

トワークの ｢手の ひらに 太陽の 家プロ ジ工 クト｣ を軸に

森 村 ･ 里 山 ･ 海の 持続 可 能な循環 と地 域ネ土合･ 人々

の つ なが りを取 り戻 す可告巨性 を孝必めた バ イオマ ス エ

ネル ギーの 現 在を追う.=
.

･こ･木一書品 は､ 地
】束瑠 18. 4一念 軋滅

･

観･璧l̀ 軒 E】市 大成 災 †婆最地哩 異カ
･

ら

鳳林 斤)府の 議用壬irj~管する 映像( ∴上る昭塊数行I L_
.上 ~代り作された

シンポジウム

《地域 ･ 森林 ･ エ ネルギ ー ･

循環する生命とお金》( 伍)

出演:

田中 厚さん

( 天 然住 宅/ くンク理 事長･

a P b a n k 監事)

古川 正 司さん
( さい か い 産業 取締 役 開発 隊長)

大場 隆博
( 日本の 森バ イオマ スネットワーク 副理主わ長)

シンポジウム

〈聯 載育 ･ 防災教育･

文化》( 働

出演:

辰 野 勇さん

くモ ン ベ ル クル ープ代表 ･ 登 山 家)

佐 々 木 豊志

( ア ース ･ ヒジ ョン実 行 委呂忘 ･

日本 の 森 バ イオマ スネットワーク理 事 長)

･:て スケジュ ー ル ､ 内容 は変 更することが あります こ 了承くたさい

【ア ー ス ･ ビジョン 地球碍横腹額穿とは?】
1 9 9 2 年の 地 球サ ミ ッ トの 年 に映像を通して 地球罠 矧 こつ い て 考え る

ことを 目的 にア ジ ア で 初め て の 国照環境映像票として始 まる ｡ 以来 ､ 世界

の 優れた環境日央像 ･ 映像制作者と出会う場として ､ 毎年開催 ｡ 2 0 0 5 年磨

か らは ､ 子ど も の た めの 環境映像 の作品募集も開始 ｡ 子ども た ちが 禁しみ

つ つ 環境を考えるき っ か け を作る ことにも力を入れて い る 〔.

2 0 1 1 年4 月か ら被災地に お け る文化支援 として ｢ ア ー

ス ･ ビジ ョン in

東北｣ 上映プ ロ ジ工 クトを 展開｡ 今年度の ｢ アース
･

ビジ ョン 地球環 境映像

祭2 0 十1 ｣ は 初め て 東京 か ら離れ ､ 宮城県登米市にて 開催す る ｡ これ ま で

に応募さ れ た 環境が テーマ の 映像作品は 8 0 の 罷 と地域 か ら3 1 7 7 作品｡




